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奈良県コンベンションセンター
第1会場
2F

会議室203

第2会場
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会議室201＋202

機器展示
2F

第1会場内

シンポジウム
座長：重松 隆（地方独立行政法人りんくう総合医療センター）

　　  武曾 惠理（京都華頂大学　現代家政学部・食物栄養学科）

演者：小山 文一（奈良県立医科大学　消化器・総合外科/中央内視鏡部）

　　  遠藤 知美（田附興風会医学研究所北野病院　腎臓内科）

　　  坂口 美佳（近畿大学　腎臓内科）

　　  小川 浩平（奈良県立医科大学　皮膚科学教室）

　　  桐山 敬生（奈良県立医科大学　脳神経内科）

　　  鶴岡 歩（大阪市立総合医療センター　救命救急センター/集中治療センター）

　　  澤井 俊宏（滋賀医科大学　小児科学講座）

　　  江里口 雅裕（奈良県立医科大学　腎臓内科学）

機器展示

13:30～16:00

一般演題①
LDLアファレシスとレオカーナ

座長：谷山 佳弘（関西医科大学　第二内科）

10:45～11:35

一般演題②
血漿交換等

座長：松原 雄（京都大学大学院研究科　腎臓内科講座）

11:35～12:15

総会13:05～13:25

ランチョンセミナー
座長：塚本 達雄（公益財団法人田附興風会　医学研究所北野病院　腎臓内科／血液浄化センター）
演者：嶋津 啓二（大阪府済生会中津病院　腎臓内科／血液浄化療法センター）
共催：株式会社カネカメディックス

12:20～13:00

技術講習会
座長：萱島 道徳（公益社団法人　日本臨床工学技士会）

演者：三宅 乃地（和歌山県立医科大学附属病院　臨床工学センター）

　　  高橋 宏弥（大阪公立大学医学部附属病院　医療機器部）

　　  小西 康司（奈良県立医科大学附属病院　医療技術センター）

14:00～15:45

特別講演
座長：鶴屋 和彦（奈良県立医科大学　腎臓内科学）

演者：和田 隆志（国立大学法人　金沢大学）

16:00～17:00

幹事会
10:00～10:30

参加受付　2Fホワイエ10:00～16:00

17:00～　閉会式

10:40～10:45　大会長挨拶

参加者へのご案内

■参加受付
　日　時：2023 年 2 月 11 日（土）10:00 ～ 16:00
　場　所：奈良県コンベンションセンター２F ホワイエ　
　　
　参加登録は、当日会場にて受け付けます。※事前登録は行っておりません。
　参加登録料をお支払いのうえ、参加証をお受け取りください。
　なお、参加登録料のお支払いは現金のみとなります。

参加登録区分 参加登録料
医 師 4,000 円
一 般 2,000 円
学 生

※学生の方は証明書をご提示ください 無　 料

      
■プログラム・抄録集
　アフェレシス学会関西地方会員への事前送付はございません。
　当日参加受付にてお渡しいたします。
　なお、第 41 回日本アフェレシス学会関西地方会のホームページにて閲覧いただけます。
　パスワード：41aphnara

■各種認定制度の単位申請
　①日本アフェレシス学会認定制度
　　参加および単位取得証明書発行にて、地方会参加として 4 単位取得できます。
　　単位を希望される方には、参加受付にて単位取得証明書を配布いたします。
　②日本臨床工学技士会「血液浄化専門臨床工学士」
　　認定制度における指定学会のため、地方会参加として 3 単位が自動的に付与されます。
　③日本腎不全看護学会「慢性腎臓病療養指導看護師（CKDLN）」
　　�CKDLN ポイントが 3 ポイント取得できます。受験の際に参加証のコピーか、参加費領収書（会の名称

と個人名がわかる物）が必要です。

■機器展示
　日　時：2023 年 2 月 11 日（土）10:40 ～ 17:05
　場　所：奈良県コンベンションセンター２F 第 1 会場内（会議室 203）

■クローク
　会場のスペースの関係で、当大会ではクロークを設けておりません。ご了承ください。



座長・演者へのご案内

■座長の先生へのご案内
　ご担当のセッション開始時刻の 15 分前までに講演会場内右手前方の次座長席までお越しください。

■演者の先生へのご案内
　�セッション開始時刻 40 分前までに、PC 受付にて動作確認およびデータ提出を行ってください。また会場

へは 20 分前までに講演会場内左手前方の次演者席までお越しください。

■ PC受付
　日　時：2023 年 2 月 11 日（土）10:00 ～
　場　所：奈良コンベンションセンター 2F ホワイエ

■講演時間　　＊時間厳守にご協力ください。
　・シンポジウム：講演 15 分、 質疑応答  3 分
　・技 術 講 習 会：講演 30 分、 質疑応答  5 分
　・一 般 演 題：口演   7 分、 質疑応答  3 分

■発表形式
　・発表はすべて PC プレゼンテーション（Power Point）とします。
　・PC プレゼンテーションデータのサイズは、ワイドスクリーン（16：9）で作成してください。
　・発表者ツールは使用できません。
　・音声の出力はできません。
　・�フォントは文字化けを防ぐために OS 標準フォントをご使用ください（MS（MSP）ゴシック、MS（MSP）

明朝、Times New Roman、 Century 等）。
　・�発表データは USB メモリーに保存してお持ちください。動画を使用される場合および Macintosh を使

用される場合は、ご自身の PC 本体をお持ちください。
　　PC 本体を持ち込まれる場合
　　・�電源アダプターを必ずお持ちください。
　　・�プロジェクターのモニター端子は HDMI です。PC にモニター出力端子が接続できない場合は、ご自

身で別途、変換コネクタをご用意ください。
　　・�万が一に備え、バックアップデータもお持ちください。

■利益相反開示（COI）について
　筆頭発表者は該当する利益相反状態について開示の必要があります。
　演題タイトルの次の発表スライドにおいて開示してください。
　�日本アフェレシス学会「利益相反（COI）に関する指針」をご確認いただき COI 開示についてのスライド

をダウンロードしてください。
　https://www.apheresis-jp.org/110729.html


